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平
成
21
年
８
月
、
広
島
は
被
爆
以
降
64
年

目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。

　

一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
た
当
時
広
島
で
は
、

「
70
年
間
草
木
は
１
本
も
生
え
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
の
よ
う
に
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
で
は
、
一
瞬
に
し
て

す
べ
て
が
焼
失
し
た
衝
撃
の
強
さ
を
物
語
っ

て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
時
爆
心
地
か
ら
概
ね
２
㎞
以
内
の
家
や

樹
木
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
絶
望
的
な
状
態
か
ら
、
芽
を
再
生
し

生
を
取
り
戻
し
た
木
々
た
ち
に
人
々
の
心
が

勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
色
々
な
場
面
で
耳

に
し
ま
し
た
。
広
島
市
で
は
、
そ
の
再
生
し

た
樹
木
約
１
７
０
本
を
「
被
爆
樹
木
」
と
称

し
リ
ス
ト
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
環

境
圧
や
寿
命
に
よ
っ
て
生
を
持
続
で
き
な
い

も
の
も
出
て
い
ま
す
が
、
被
爆
樹
木
樹
勢
回

復
事
業
と
し
て
、
樹
木
医
を
中
心
に
治
療
が

施
さ
れ
、
大
事
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
被
爆
体
験
と
人
々
の
心
に
関

わ
る
物
語
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
私
が
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
爆
心
地
に
最
も
近
い
場
所
に
位
置

す
る
広
島
市
立
本
川
小
学
校
（
原
爆
ド
ー
ム

か
ら
約
２
０
０
ｍ
強
）
で
は
、「
天
知
ら
ず
」

と
呼
ば
れ
る
樹
木
を
大
切
に
見
守
っ
て
い
ま

す
。
本
川
小
学
校
で
は
残
さ
れ
た
被
爆
建
物

を
平
和
資
料
館
と
し
て
活
用
、
公
開
し
て
お

り
、
年
間
１
万
５
千
人
超
の
来
訪
者
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
の
「
天
知
ら
ず
」
は
被
爆
の

翌
年
に
い
ち
早
く
土
中
か
ら
芽
を
出
し
、
天

を
知
ら
な
い
ほ
ど
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
た
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
元
気
の
良

い
頃
に
は
高
さ
15
ｍ
・
枝
張
10
ｍ
の
大
き
さ

を
保
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
緑
陰
を
提
供
し
、
戦

後
以
降
の
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。
学
校
に
と
っ
て
こ
の
木
は
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

樹
名
は
ニ
ワ
ウ
ル
シ
（
ニ
ガ
キ
科
ニ
ワ
ウ

ル
シ
属Ailanthus altissima

）
で
す
。

　

私
が
最
初
に
ニ
ワ
ウ
ル
シ
と
出
会
っ
た
の

は
今
か
ら
６
年
前
の
事
で
す
。
そ
の
時
点
に

は
、
相
当
幹
内
の
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、
支

柱
を
し
な
け
れ
ば
倒
伏
し
て
し
ま
う
危
険
が

あ
る
状
態
で
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
植
栽
基
盤
の
過
度
な
踏

圧
や
周
辺
の
改
修
に
よ
る
根
の
切
除
、
等
々

の
衰
弱
に
起
因
が
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
業
者
と
し
て
、
腐
朽
部
位
の
切
除
や
支
柱

設
置
、
土
壌
改
良
等
の
治
療
対
応
を
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
子
ど
も
達
に
、

ニ
ワ
ウ
ル
シ
に
つ
い
て
話
を
し
て
欲
し
い
と

い
う
依
頼
を
学
校
か
ら
受
け
、
総
合
的
な
学

習
の
一
環
と
し
て
治
療
の
様
子
や
ニ
ワ
ウ
ル

シ
を
含
め
た
植
物
の
話
な
ど
の
授
業
の
実
施

が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
降
、
３
年
生
を
中
心

に
土
壌
改
良
や
甲
虫
類
の
人
力
駆
除
、
踏
圧

防
止
の
た
め
の
花
壇
整
備
な
ど
、
子
ど
も
達

自
身
で
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
腐
朽
は
進
ん
で
お
り
、

将
来
的
に
劇
的
な
回
復
を
見
込
む
こ
と
は
困

難
と
判
断
さ
れ
、
危
険
性
も
高
い
た
め
、
伐

採
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
生
あ
る
も

の
を
最
後
ま
で
見
届
け
る
こ
と
も
大
事
な
こ

と
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
樹
冠
を
大
き
く

切
除
し
安
全
性
を
確
保
し
て
養
生
し
、
こ
の

切
除
作
業
も
子
ど
も
達
に
公
開
で
実
施
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
切
除
し
た
幹
部
は
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
加
工
し
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
に
対
し
、
子
ど
も

達
も
様
々
な
こ
と
を
考
え
行
動
し
て
き
ま
し

た
。「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」
の
記
憶
を
と
ど
め
る
た

め
に
劇
を
創
作
し
た
り
、
絵
葉
書
を
作
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
力
尽
き
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」
の
次
世
代
を
育

て
る
た
め
に
２
世
を
植
栽
し
、
現
在
は
３
ｍ

を
超
え
る
高
さ
に
生
長
し
て
い
ま
す
。
ず
い

ぶ
ん
と
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
１
世
「
ニ

ワ
ウ
ル
シ
」
で
す
が
、
子
ど
も
達
は
大
切
に

そ
の
木
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
２
世
が
立
派
に
成
長
す
る
頃
に
は
、
物

語
も
引
き
継
が
れ
る
と
共
に
、
学
校
の
も
う

一
つ
の
景
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

踏
圧
防
止
の
花
壇
整
備
は
発
展
的
に
他
の

学
年
に
も
活
動
が
広
が
り
、
学
校
だ
け
で
な

く
公
民
館
・
女
性
会
等
の
協
力
も
得
て
、
学

校
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
く
活
動
が

年
々
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
も
以
降
、
他
の

学
年
に
は
学
校
緑
化
整
備
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
、
オ
オ
ム
ラ
キ
（
国
蝶
）、
水

環
境
等
の
学
習
を
担
当
し
子
ど
も
達
と
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
１
本
の
木
を
通
じ
て
人
々
と
の

つ
な
が
り
を
広
げ
る
と
共
に
、
互
い
に
成
長

す
る
場
を
分
か
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

そ
う
い
っ
た
体
験
に
「
造
園
人
」
が
、
環
境

に
関
わ
る
活
動
に
日
々
携
わ
っ
て
い
る
も
の

と
し
て
寄
与
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
６
年
間

は
大
き
な
心
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
地
域
づ
く
り
が
行
政
中
心
か
ら

市
民
の
要
望
に
よ
っ
て
動
い
て
い
く
時
代
に

お
い
て
、
人
と
緑
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
各

地
で
の
「
造
園
人
」
の
体
験
が
活
か
さ
れ
る

機
会
が
益
々
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

年
々
、
被
爆
体
験
者
も
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
世
界
的
に
情
勢
が

不
安
定
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。
私
ど
も
世
代
は
直
接
の
体
験
を
話
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
爆
地
樹
木
の
樹

勢
回
復
を
通
じ
て
、
世
界
平
和
に
繋
が
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
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わ
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㈳
日
本
造
園
建
設
業
協
会 

広
島
県
支
部
長　
　

正 

本  

大

　

会
議
は
冒
頭
、
佐
藤
四
郎
会

長
が
、「
各
総
支
部
、
支
部
の

事
務
局
長
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
協
会
運
営
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
深
く
感
謝
し
た
い
。
現

在
、
多
く
の
産
業
が
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
が
、
21
世
紀
は

環
境
の
世
紀
、
み
ど
り
の
世
紀

と
言
わ
れ
、地
球
温
暖
化
対
策
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
始

ま
り
、
安
全
・
安
心
な
都
市
づ

く
り
と
幅
広
い
課
題
の
中
で
、

み
ど
り
の
役
割
が
大
き
く
期
待

さ
れ
て
い
る
。
先
日
、
イ
タ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
た
主
要
国
首
脳

会
議
で
も
、
地
球
環
境
問
題
が

主
要
議
題
と
な
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

削
減
・
規
制
が
一
層
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
協
会
で

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
日
造
協

が
考
え
る
緑
化
樹
木
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
の
め
や
す
を
作
成
し
、
樹

木
の
役
割
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
総
会
で
決
議

さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
造
園

力
！
生
き
物
も
地
球
も
笑
顔
に

す
る
技
術
を
通
じ
、
造
園
工
事

業
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
る
財
政
・
運
営
基
本
対
策
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
財
政
・
運

営
基
本
対
策
策
定
の
た
め
の
検

討
を
開
始
し
、
公
益
法
人
改
革

も
５
年
後
ま
で
に
新
た
な
法
人

へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
関
係
法
人
等
の
検
討
状

況
も
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
判
断

し
た
い
。
さ
ら
に
、
全
会
員
が

14
議
事
を
報
告･

説
明
、
質
疑
交
わ
す

事 務 局 長 会 議 兼 雇 用
管 理 責 任 者 会 議 を 開 催

平成 21 年度事務局長兼雇用管理責任者会議で挨拶する佐藤会長

共
通
の
認
識
の
も
と
、
よ
り
強

力
な
協
会
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
、
正
副
会
長

等
が
全
国
各
支
部
を
訪
問
し
、

会
員
の
皆
様
と
知
恵
を
出
し
合

う
支
部
交
流
会
を
９
月
か
ら
順

次
開
催
す
る
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
造
園
建
設
業
が
時
代

の
主
役
産
業
と
な
る
た
め
に
、

強
い
ヤ
ル
気
を
持
っ
て
皆
様
と

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
皆
様

の
一
層
の
ご
尽
力
・
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
①
平
成
21
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
、
②
特
定
資
産
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て
、
③
業
界
実
践
ス

ロ
ー
ガ
ン
21
決
議
に
つ
い
て
、

④
支
部
交
流
会
の
開
催
に
つ
い

て
、
⑤
会
費
徴
収
規
程
第
２
条

２
項
の
運
用
に
つ
い
て
、
⑥
新

公
益
法
人
移
行
の
現
状
等
に
つ

い
て
、
⑦
技
術
情
報
共
有
発
表

会
に
つ
い
て
、
⑧
全
国
造
園

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
に

つ
い
て
、
⑨
雇
用
改
善
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
⑩
全
国
造
園
デ

　

平
成
21
年
度
事
務
局
長
兼
雇
用
管
理
責
任
者
会
議
を
７
月
23
日
、
東
京
・
千
代
田
区
麹
町
の
弘

済
会
館
で
開
催
し
、
前
半
は
、
平
成
21
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
は
じ
め
、
業
界
実
践
ス
ロ
ー

ガ
ン
21
決
議
な
ど
、
14
議
事
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
、
質
疑
応
答
を
実
施
。
後
半
は
、
総
支
部
、

支
部
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
夕
刻
か
ら
懇
談
会
を
行
っ
た
。

ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル 

に
つ
い

て
、
⑪
平
成
21
年
度
資
格
制
度

実
施
概
要
に
つ
い
て
、
⑫
広
報

日
造
協
等
に
つ
い
て
、
⑬
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
、
⑭
そ
の
他
に
つ
い
て
、

報
告
、
説
明
、
質
疑
応
答
を
行

い
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
、
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

国
土
交
通
省
関
係

　

▼
大
臣
官
房
付
・
出
向
（
内

閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
上

席
主
任
研
究
官
）
＝
浦
田
啓

充
（
さ
い
た
ま
市
技
監
）
▼
辞

職
（
さ
い
た
ま
市
技
監
）
＝
町

田
誠
（
都
市
・
地
域
整
備
局
公

園
緑
地
・
景
観
課
公
園
緑
地
事

業
調
整
官
）
▼
都
市
・
地
域
整

備
局
公
園
緑
地
・
景
観
課
公
園

緑
地
事
業
調
整
官
＝
藤
吉
信
之

（
大
臣
官
房
付
）
▼
中
国
地
方

整
備
局
建
政
部
長
＝
舟
引
敏
明

（
都
市
・
地
域
整
備
局
公
園
緑

地
・
景
観
課
緑
地
環
境
室
長
）

▼
都
市
・
地
域
整
備
局
公
園
緑

地
・
景
観
課
緑
地
環
境
室
長
＝

梛
野
良
明
（
関
東
地
方
整
備
局

国
営
昭
和
記
念
公
園
事
務
所

長
）
▼
関
東
地
方
整
備
局
国
営

昭
和
記
念
公
園
事
務
所
長
＝
伊

藤
亘
（
都
市
・
地
域
整
備
局
都

市
計
画
課
環
境
計
画
調
整
官
）

▼
都
市
・
地
域
整
備
局
都
市
計

画
課
環
境
計
画
調
整
官
＝
新
田

　

２
０
０
９
年
度
国
土
交
通
大

臣
表
彰（
建
設
事
業
関
係
功
労
）

を
当
協
会
７
氏
が
受
賞
し
た
。

敬
師
（
大
津
市
技
術
統
括
監
）

▼
辞
職（
大
津
市
技
術
統
括
監
）

＝
伊
藤
康
行
（
関
東
地
方
整
備

局
建
政
部
公
園
調
整
官
）
▼
関

東
地
方
整
備
局
建
政
部
公
園
調

整
官
＝
鹿
野
央
（
北
海
道
開
発

局
札
幌
開
建
国
営
滝
野
す
ず
ら

ん
丘
陵
公
園
事
務
所
長
）
▼
北

海
道
開
発
局
札
幌
開
建
国
営
滝

野
す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園
事
務
所

長
＝
篠
宮
章
浩
（
建
設
部
道
路

計
画
課
長
補
佐
）

環
境
省
関
係

　

▼
辞
職
（
環
境
省
参
与
）
＝

黒
田
大
三
郎（
自
然
環
境
局
長
）

▼
自
然
環
境
局
長
＝
鈴
木
正
規

（
大
臣
官
房
審
議
官
）
▼
辞
職

＝
柏
木
順
二
（
大
臣
官
房
審
議

官
）
▼
大
臣
官
房
審
議
官
＝
渡

邉
綱
男（
自
然
環
境
計
画
課
長
）

▼
総
務
課
長
＝
笠
井
俊
彦（
水・

大
気
環
境
局
土
壌
環
境
課
長
）

▼
自
然
環
境
計
画
課
長
＝
星
野

一
昭
（
野
生
生
物
課
長
）
▼
国

立
公
園
課
長
＝
上
杉
哲
郎
（
宮

内
庁
管
理
部
庭
園
課
長
）

　

▼
川
上
一
夫
（
62
）
川
上
農

場
代
表
取
締
役
社
長（
茨
城
県
）

㈳
茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会
副

人
事
異
動

国
土
交
通
大
臣
表
彰

建
設
事
業

功
労
者当

協
会
か
ら
09
年
度 

７
氏
が
受
賞

樹勢の弱まった１世㊧と３ｍに成長した２世㊨のニワウルシ

会
長
▼
清
水
一
也
（
66
）
し
み

づ
農
園
代
表
取
締
役
会
長
（
群

馬
県
）
㈳
群
馬
県
造
園
建
設
業

協
会
会
長
▼
小
林
文
武
（
63
）

光
風
園
代
表
取
締
役
社
長
（
埼

玉
県
）
元
㈳
埼
玉
県
造
園
建
設

業
協
会
会
長
▼
吉
田
茂
（
62
）

吉
田
造
園
代
表
取
締
役
社
長

（
滋
賀
県
）
元
㈳
滋
賀
県
造
園

協
会
会
長
▼
福
島
偉
人
（
64
）

有
斐
園
代
表
取
締
役（
広
島
県
）

㈳
日
本
造
園
建
設
業
協
会
理
事

▼
鬼
頭
愼
一
（
60
）
双
葉
造
園

代
表
取
締
役
（
高
知
県
）
㈳
日

本
造
園
建
設
業
協
会
理
事
▼
中

溝
忠
（
65
）
中
溝
緑
化
建
設
代

表
取
締
役
（
長
崎
県
）
元
㈳
長

崎
県
造
園
建
設
業
協
会
副
会
長
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し
て
親
し
ま
れ
る
空
間
へ
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
企
業
と
協
力
し

て
森
林
整
備
を
進
め
る
県
の
考

え
に
賛
同
し
、
参
加
す
る
こ
と

を
決
め
、「
岐
阜
造
園
・
水
土

保
全
の
森
み
た
け
」の
愛
称
で
、

協
定
を
締
結
、
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
２
０
１
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年

間
で
、
活
動
資
金
の

約
２
千
万
円
を
当
社

が
負
担
し
、
社
員
公

募
で
集
ま
っ
た
若
手

30
人
が
「
森
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー

ム
」
を
結
成
。
環
境

技
術
を
活
か
し
て
、

ヒ
ノ
キ
林
の
除
伐
、

間
伐
、
枯
れ
木
の
除

去
、
広
葉
樹
約
２
千

本
の
植
栽
、
道
路
整
備
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
水
源
の
保
全
と

合
せ
、
生
物
が
多
様
で
健
全
な

森
林
へ
と
移
行
さ
せ
、
キ
ノ
コ

等
の
林
産
物
も
生
産
し
、「
植

え
て
、
育
て
て
、
伐
っ
て
、
利

用
す
る
」
循
環
型
の
生
き
た
里

山
づ
く
り
を
推
進
す
る
ほ
か
、

小
中
学
生
の
野
外
活
動
実
習
地

と
し
て
隣
接
す
る
茶
畑
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
里
山
と

連
携
し
た
環
境
教
育
の
拠
点
と

し
て
も
活
用
し
ま
す
。

　

協
定
に
合
わ
せ
、
町
や
可
茂

森
林
組
合
、
地
元
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
水
土
里
隊
（
み

ど
り
た
い
）
が
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
住
民
参
加
の
調
整
や

地
域
交
流
活
動
な
ど
、
当
社
の

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
。
定
期

的
な
連
絡
会
議
を
通
じ
て
、
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
造
園
業
は
、
日
々
の

仕
事
の
中
で
木
を
植
え
育
て
、

自
然
を
守
り
、
住
環
境
を
良
く

す
る
、
い
わ
ば
地
球
に
優
し
い

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
県
の
施

策
は
こ
う
し
た
造
園
の
目
的
と

合
致
し
、森
林
づ
く
り
活
動
は
、

社
員
と
そ
の
家
族
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
の
方
々
、
さ
ら

　

21
世
紀
に
入
り
す
で
に
８
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
今
、
社
会
潮
流
は
、
少
子
高
齢
化
や
低
成
長
経
済

を
背
景
に
環
境
問
題
や
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
防

災
や
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
の
高
ま
り
、
生
活
要
求
の

多
様
化
な
ど
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
造
園
界
を
取
り
巻
く
公
共
事
業
や
地
域
・

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
対
応
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
潮
流
の
変
化
の
中
で
、
先
の
明
治

大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
造
園
学
会
全
国
大
会
の

分
科
会
で
は
、
９
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
積
極
的
な

討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
は
研
究
発
表
会
を
補

完
す
る
自
由
討
議
の
場
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
テ
ー
マ
は
公
募
に
よ
っ
て
い
ま
す
が
、
時
代
的
要

請
を
色
濃
く
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
社
会
・
経
済
・
財
政
状

況
の
中
で
公
共
事
業
は
根
本
的
な
見
直
し
が
迫
ら
れ
て

お
り
、
公
共
事
業
費
の
削
減
と
と
も
に
大
き
く
は
建
設

型
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

都
市
公
園
に
お
い
て
も
平
成
15
年
に
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
新
た
な
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
縮
減
の
両
立

と
い
う
命
題
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
命
題

に
対
し
「
公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
た
な
展
開
」
の
分

科
会
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
プ
ラ
ン
や
仕
組
み

づ
く
り
と
管
理
運
営
の
現
場
か
ら
の
新
た
な
展
開
が
討

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
の
高

ま
り
を
背
景
に
「
遊
具
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
」
の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
国
土
交
通
省
、
㈳
日

本
公
園
施
設
業
協
会
、
遊
具
の
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

有
す
る
東
京
都
品
川
区
、
㈶
大
阪
府
公
園
協
会
な
ど
各

関
係
機
関
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
も
と
に
、
遊
具

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
模
索
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

環
境
を
重
視
し
た
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
や
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
の
保
全
・
再
生
、
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の
対

応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
命
題
に

対
し
「
日
中
韓
に
お
け
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
保
全
・
再

生
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
現
状
と
方
向
性
」、

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
）
に
向
け
て
の
造
園
家
の
役
割
」、「
環

境
新
時
代
に
お
け
る
植
栽
基
盤
整
備
の
課
題
」

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
の
テ
ー
マ
で
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の

保
全
と
地
域
活
性
化
を
対
立
軸
と
し
て
捉
え

て
き
た
時
代
か
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
保
全

す
る
こ
と
に
よ
り
ど
う
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
か
と
い
う
新
た
な
展
開
が
東
ア
ジ
ア
地
域

で
ど
の
よ
う
に
進
め
つ
つ
あ
る
の
か
が
討
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
の
テ
ー
マ
で
は
、
建
設
発
生
土
を
活

用
し
た
植
栽
基
盤
整
備
へ
の
移
行
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
東
京
湾
岸
で
の
事
例
を
も
と
に

事
業
者
、
設
計
者
、
施
工
者
な
ど
多
方
面
か

ら
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
10
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
名
古
屋

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
生
き
物
技
術
が
単

な
る
個
別
の
対
処
療
法
的
な
技
術
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
政
策
思
想
と
し
て
社
会
に
定
着
さ
せ
る
絶

好
の
契
機
と
し
て
捉
え
、
そ
の
中
で
造
園
家
に
ど
の
よ

う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
の
か
が
第
３
の
テ
ー
マ
と
し

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。　

生
活
要
求
の
多
様
化
や
高
質

化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
緑
の
効
果
に
対
す
る
期
待
も
多

様
化
し
つ
つ
あ
り
、
２
つ
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
植
物
の
持
つ
癒
し
や
健
康
維
持
に
対

す
る
期
待
に
対
し
て
「
造
園
分
野
に
お
け
る
人
の
健
康

と
緑
の
効
果
に
関
す
る
取
り
組
み　

そ
の
４
」
が
設
け

ら
れ
、
森
林
療
法
や
病
院
内
緑
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
軽

減
な
ど
の
過
去
の
論
議
を
も
と
に
、
本
年
は
奥
多
摩
町

森
林
セ
ラ
ピ
ー
登
坂
ト
レ
イ
ル
の
設
計
事
例
の
紹
介
を

通
じ
て
緑
地
デ
ザ
イ
ン
へ
の
展
開
の
方
向
性
が
模
索
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴
う
都
市
空
間
の
再

編
や
環
境
改
善
に
関
す
る
論
議
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
中
で
、「
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
と
い

う
一
連
の
テ
ー
マ
で
、
本
年
は
「
そ
の
７　

特
殊
緑
化

と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
殊
緑
化
が
量
的
な
拡
大
を
目
論
む
だ
け
で
な
く
、
屋

内
空
間
を
含
め
た
意
匠
の
関
係
性
や
生
活
ス
タ
イ
ル
と

の
関
わ
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
々
の
暮
ら
し
に

密
接
的
な
部
分
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
か
が

論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
２
回
の
本
欄
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
「
造

園
遺
産
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
づ
く
り
の
方
向
性
を
考
え
る

―
地
域
活
動
か
ら
全
国
展
開
に
向
け
て
―
」
の
分
科
会

で
は
、
造
園
の
仕
事
つ
い
て
共
有
で
き
る
リ
ス
ト
づ
く

り
の
全
国
展
開
へ
の
第
１
歩
と
な
る
行
動
宣
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

社
会
潮
流
の
変
化
の
中
で
、
造
園
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
分
野
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
来
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
土
木
や
建
築
な
ど
他
分
野
か
ら
の
参
入
も

益
々
激
し
さ
を
増
し
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
造
園
の
職
能
と
は
、
造
園
家
の
役
割
と
は
、
が

あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
㈳

日
本
造
園
建
設
業
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
な
討
議
に
積
極
的
に
ご

参
入
頂
き
、
造
園
界
全
体
と
し
て
社
会
潮
流
の
変
化
に

対
応
で
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。増

田　

昇

　
　
　
　
　
　
（
㈳
日
本
造
園
学
会
副
会
長
、

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
教
授
）

 
学
会
の
目
・
眼
・
芽
第５回

社会潮流の変化への対応

に
県
内
の
友
好
企
業
に
参
加
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
で
、
広
く
里

山
や
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
、
日
頃

の
業
務
で
大
切
に
し
て
い
る
環

境
保
全
の
意
義
や
重
要
性
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で

様
々
な
人
た
ち
と
共
に
汗
を
流

し
、
勉
強
で
き
る
格
好
の
機
会

に
も
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
森

林
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
横

浜
国
大
の
宮
脇
教
授
に
指
導
を

得
て
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
森

づ
く
り
な
ど
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
持
っ
て
い
る
様
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、

森
林
の
健
全
化
を
図
り
、
多
様

な
生
物
が
生
息
す
る
元
気
で
き

れ
い
な
水
源
林
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
御
嵩
町
は
、
住
民
の

力
で
環
境
保
全
が
進
め
ら
れ
た

　

岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
町
の
町

有
林
を
対
象
に
、
水
源
を
守
る

里
山
に
し
よ
う
と
、
岐
阜
県
と

御
嵩
町
、
㈱
岐
阜
造
園
は
今
年

３
月
に
岐
阜
県
庁
で
、「
生
き

た
森
林
づ
く
り
」〝
企
業
と
の

協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
〟
協

定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。　

　

森
林
づ
く
り
の
対
象
地
は
、

湿
地
や
人
工
林
、
広
葉
樹
林
が

広
が
り
、
多
様
な
生
き
も
の

が
生
息
し
て
い
る
広
さ
14
・
66 

ha
の
山
林
で
、
周
囲
に
田
ん
ぼ

や
茶
畑
が
あ
り
、
同
町
西
洞
の

水
源
地
に
隣
接
し
、
地
域
の
飲

料
水
や
生
活
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
、
地
域
社
会
と
環
境
保
全

に
お
い
て
重
要
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
森
林
は
長
年
放
置

さ
れ
、
水
源
を
守
り
、
里
山
と

< スローガン >

「造園力！生き物も地球も笑顔にする技術」
< 実践テーマ >
●法令の遵守と企業としての社会的責任を果たす、活動を徹底しよう
●「造園工事は造園工事業へ」を強くアピールし「分離発注」の拡大を図ろう
●適正価格での受注を推進し、高品質な成果と安全な職場環境を備える、確固たる企業経
　営に努めよう
●将来を担う技術者・技能者の確保・育成と業界の地位向上に努めよう
●地球環境にやさしい造園工事業として低炭素社会づくりに貢献しよう

21 世紀の主役産業を目指して

「業界実践スローガン 21」について

造
園
技
術
で
荒
廃
し
た
山
林
を
改
善

水
源
を
守
る
里
山
づ
く
り
を
目
指
す

前
例
が
あ
り
、「
環
境
モ
デ
ル

都
市
」に
立
候
補
さ
れ
る
な
ど
、

高
い
意
識
が
あ
り
、
こ
う
し
た

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
社
会
貢

献
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
６
月
に
は
、
岐
阜
県

で
「
第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
「
岐
阜
造
園
・
水
土

保
全
の
森
み
た
け
」
の
栄
養
に

あ
ふ
れ
た
水
が
、
川
に
流
れ
、

豊
か
な
海
を
育
む
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
広
い
つ
な
が

り
を
見
据
え
、
大
会
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
10
月
に
は
現

地
で
の
植
樹
祭
を
実
施
す
る
な

ど
、
皆
で
協
力
し
合
い
楽
し
く

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
当
た
っ

て
、古
田
肇
岐
阜
県
知
事
は「
県

■事業計画地位置
図

東
海
環
状
自
動
車
道

東海環状自動車道
可児御嵩ＩＣ

国道２１号

「岐阜造園・水土保全の森みたけ」
所在地：可児郡御嵩町西洞地内

御嵩町役場

「岐阜造園・水土保全の森みたけ」事業計画地 位置図

「「「「岐阜造園岐阜造園岐阜造園岐阜造園・・・・水土保全水土保全水土保全水土保全のののの森森森森みたけみたけみたけみたけ」」」」
（（（（可児郡御嵩町西洞地内可児郡御嵩町西洞地内可児郡御嵩町西洞地内可児郡御嵩町西洞地内））））

所在地：可児郡御嵩町西洞地内
面 積：１４．６６ヘクタール

所有者：御嵩町
植 生：ヒノキ林、アカマツ林、広葉樹林
内 容：水土保全ための里山づくり

国
道
２１号

岐阜造園岐阜造園岐阜造園岐阜造園・・・・水土保全水土保全水土保全水土保全のののの森森森森みたけみたけみたけみたけ

地元地区の水源地 茶畑

岐阜県可児郡御嵩町の森林づくり対象地

日造協会員
の活動紹介

　6 月 22 日に開催された平成 21 年度通常総会の大会決議によって、全員で唱和さ
れた「業界実践スローガン 21」。その目的について今一度触れてみたいと思います。
　昭和 46 年 11 月に本協会が社団法人として発足して以来、「造園技術の向上、造
園事業の健全な発展をはかり、もって都市環境の整備促進、都市緑化の推進等に
寄与する」を目的として、会員の皆様の支援、協力のもとに様々な事業活動に努
めてまいりました。
　今、世界的な自然環境及び経済環境の悪化が注視される中、自然環境からはも
とより、経済環境においても「環境」と云うキーワードのもとに異業種からの多
様な環境技術の事業展開が図られ、私達が永年に亘って培ってきた「緑」を主体
とした造園事業分野への参入が活発になり、まさに異業種との競争に突入したと
考えられます。
　同時に社会環境も大きな変化を伴い、官産学の協同を活かして着実なインフラ
整備を推進してきた事業活動ですが、あらゆる環境変化の中で、社会が求める都
市環境整備の内容と方法、都市緑化推進の内容と方法等も必然的に変化すること
で、インフラの整備手法自体が確実に変化していることも事実です。
　以上のように私達造園業界は、まさにパラダイムシフトの渦中にあり、非常に
厳しい経営環境下にあります。しかし、人々が、そして地球が求める「緑」・「景観」・

「環境」等の整備・保全事業の重要性、希求性、必然性を強く再認識すると同時に、
それらの事業に建設的に対処・対応すべきが私達であり、またそれらの事業の「緑」
の技術的基盤を以って柔軟に対処・対応可能な業界は私達であることを自負した
いと思います。永年に亘る事業活動の足跡は「継続は力なり」の足跡でもあります。
厳しい経営環境であればこそ一意団結して本協会の更なる事業活動の礎とするた
めに「業界実践スローガン 21」の決議は、21 世紀「環境の世紀」において私達が
時代の主役産業を目指すことを皆で高らかに強く宣言したものであります。

総務委員長　林　輝幸

造園です
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植
林
作
業
の
様
子
㊤
、
植
林
３
年
後
の
ユ
ー
カ
リ
と
記
念
碑
㊦

　

地
球
の
裏
側
に
あ
る
日
本
か

ら
最
も
遠
い
国
ブ
ラ
ジ
ル
。
赤

道
直
下
に
広
が
る
熱
帯
雨
林
原

生
林
に
、
群
馬
県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ

た
約
５
４
０
ha
の
「
ア
マ
ゾ
ン

日
伯
友
好
の
森
（
旧
・
ア
マ
ゾ

ン
群
馬
の
森
）」
と
呼
ば
れ
る

森
が
存
在
し
ま
す
。

　
「
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
友
好
の
森
」

は
、
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

国
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
た
「
地
球
サ
ミ
ッ

ト
」
が
契
機
と
な
り
、
地
球
環

境
問
題
や
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
雨
林

保
全
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
示

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
初
め
て
の
民

間
団
体
に
よ
る
環
境
事
業
と
し

て
出
発
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
平
成
17
年
、
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
た
世
界
万
博「
愛・

地
球
博
」
に
お
い
て
、
ア
マ
ゾ

ン
日
伯
友
好
の
森
の
環
境
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
認
め
ら
れ
、

地
球
環
境
問
題
の
解
決
と
持
続

可
能
な
社
会
構
築
に
向
け
た
、

世
界
を
代
表
す
る
１
０
０
の
優

良
技
術
の
一
つ
と
し
て
「
愛
・

地
球
賞
」
を
頂
く
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
地
球
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
に
原
生
林
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
児

童
の
派
遣
や
、
樹
木
を
増
や
す

た
め
の
植
樹
団
の
派
遣
、
研
究

施
設
を
活
用
し
た
熱
帯
雨
林
の

生
態
調
査
へ
の
協
力
な
ど
、
森

の
保
全
、
育
成
、
維
持
に
向
け

て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た

こ
と
が
評
価
に
繋
が
っ
た
と
考

え
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
22
年
10
月
、
愛

知
県
名
古
屋
市
で
「
生
物
多
様

性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
地
球
上
の
多
様
な
生
物
を

そ
の
生
息
環
境
と
共
に
保
全

し
、
生
物
資
源
を
持
続
可
能
で

あ
る
よ
う
に
利
用
、
遺
伝
資
源

の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
を
公

平
か
つ
衡
平
に
配
分
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
課
題

に
対
す
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

連
携
・
交
流
の
場
に
お
い
て
は
、

国
際
的
な
結
束
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
私
達
は
、「
ア
マ
ゾ

ン
日
伯
友
好
の
森
」
で
の
取
組

み
が
、
そ
の
結
束
を
形
成
す
る

一
つ
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
考
え
、
こ
の
国
際
会

議
の
場
に
お
い
て
今
ま
で
の
報

告
が
出
来
る
よ
う
活
動
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

地
球
規
模
で
環
境
問
題
が
叫

ば
れ
る
中
、
５
４
０
ha
の
森
は

極
め
て
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、

自
然
林
・
平
地
林
を
残
し
、
世

界
に
お
け
る
『
地
球
に
や
さ
し

い
森
づ
く
り
』
を
発
信
し
て
行

く
拠
点
と
し
て
、「
ア
マ
ゾ
ン

日
伯
友
好
の
森
」
を
安
定
的
に

維
持
で
き
る
よ
う
に
し
、
多
く

の
方
々
に
地
球
環
境
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
今

後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
梅
造
園
土
木
㈱

代
表
取
締
役
社
長  

山
田
忠
雄

～
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
友
好
の
森
か
ら
～

と
企
業
と
の
森
林
づ
く
り
協
定

は
８
例
目
だ
が
、
水
源
林
を
守

る
里
山
づ
く
り
と
い
う
の
は
新

た
ら
し
い
概
念
。
モ
デ
ル
と
し

て
楽
し
み
」、
渡
辺
公
夫
御
嵩

町
長
は
「
安
心
で
き
る
パ
ー
ト

アマゾン群馬の森通信ＨＰより（http://amazon-gunma.hp.infoseek.co.jp）

地
球
に
や
さ
し
い
森
づ
く
り
を
目
指
し
て

砂
丘
の
拡
大
を
防
止
、
農
地
を
守
る

セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
地
域
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

㈱
富
士
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
は
、

昨
年
５
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
53
カ

国
中
過
去
最
多
の
51
カ
国
の
参

加
の
も
と
、
横
浜
で
開
催
さ
れ

た
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｖ
）
の
サ
イ
ド
セ
ミ

ナ
ー
「
ア
フ
リ
カ
の
道
路
イ
ン

フ
ラ
と
自
然
環
境
」
で
、
２
０

０
１
年
か
ら
２
０
０
６
年
に
か

け
て
１
４
０
万
本
の
植
林
を
行

っ
た
「
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
沿
岸

地
域
植
林
計
画
」
の
実
績
を
各

国
の
出
席
者
ら
に
紹
介
し
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ア
フ
リ
カ
連

合
議
長
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共

和
国
キ
ク
ウ
ェ
テ
大
統
領
閣
下

の
基
調
講
演
に
始
ま
り
、
当
社

を
含
む
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
自
然
環
境
に

関
す
る
協
力
の
あ
り
方
を
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
訴
え
ま
し
た
。

　

当
社
は
砂
丘
で
の
植
林
技
術

を
紹
介
し
、
植
林
に
よ
っ
て
砂

丘
の
拡
大
を
防
止
す
る
効
果
が

農
地
や
道
路
を
飛
砂
か
ら
守
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
説
き
、
植
林
事
業
が
雇

用
の
創
出
や
地
球
温
暖
化
対
策

に
有
効
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２

０
０
１
年
７
月
に
署
名
さ
れ
た

交
換
公
文
に
基
づ
い
た
無
償
資

金
協
力
に
よ
っ
て
セ
ネ
ガ
ル
共

和
国
よ
り
発
注
の
あ
っ
た
工
事

で
す
。

　

同
国
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
西

端
に
位
置
し
、
国
土
の
大
部
分

は
熱
帯
乾
燥
気
候
で
、
北
部
に

至
っ
て
は
近
年
特
に
乾
燥
化
が

進
み
、
年
々
乾
燥
地
域
が
南
に

拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
北
西

部
の
沿
岸
地
域
は
雨
季
と
乾
季

が
あ
る
半
乾
燥
地
帯
で
、
沿
岸

砂
丘
や
内
陸
砂
丘
が
連
な
っ
て

お
り
、そ
の
砂
丘
の
間
に「
ニ
ャ

イ
」
と
呼
ば
れ
る
窪
地
群
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ニ
ャ

イ
」
は
肥
沃
な
土
壌
と
良
好
な

水
利
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
て
、

地
理
的
に
も
ダ
カ
ー
ル
に
近
い

こ
と
か
ら
、
国
内
の
野
菜
生
産

量
の
80
％
を
担
う
重
要
な
農
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
降
水
量
の
減
少
や

新
た
な
農
地
開
発
な
ど
に
よ
り
、

周
囲
の
自
然
環
境
が
変
化
し
、

植
生
が
破
壊
さ
れ
た
内
陸
砂
丘

と
海
岸
砂
丘
が
、
海
か
ら
の
強

い
風
に
よ
っ
て
１
年
に
５
～
12

ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
農
地
側
に

移
動
を
続
け
、
移
動
砂
丘
に
よ

る
荒
廃
地
が
１
万
５
千
ha
存
在

し
、
農
地
の
保
護
を
目
的
と
す

る
緊
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
は
要
請
の

あ
っ
た
16
の
移
動
砂
丘
（
約
２

０
３
７
ha
）
の
う
ち
、
５
つ
の

砂
丘
（
約
６
９
７
ha
）
に
、
１

回
の
雨
季
に
約
47
万
本
、
３
回

合
計
約
１
４
０
万
本
の
植
林
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

使
用
し
た
樹
種
は
モ
ク
マ
オ

ウ
と
ユ
ー
カ
リ
で
、
過
去
の
植

林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
を
十
分

踏
ま
え
て
選
定
し
、
森
林
の
単

純
構
造
を
避
け
、
病
気
や
害
虫

に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
た

め
、２
種
類
を
植
林
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
作
業
は
育
苗
と
植

林
で
、
育
苗
に
当
た
っ
て
は
、

打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
事
務
所

か
ら
、
宿
舎
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
、
育
苗
ヤ
ー
ド
、
井
戸
、
ポ

ン
プ
、
水
槽
な
ど
の
様
々
な
施

設
を
整
備
。
砂
丘
の
環
境
に
合

わ
せ
た
苗
を
育
て
る
た
め
、
モ

ク
マ
オ
ウ
に
木
の
成
長
を
助
け

る
接
種
、
灌
水
量
を
徐
々
に
減

ら
し
、
細
根
の
成
長
を
促
し
た

り
、
茎
の
木
質
化
を
早
め
る
硬

化
処
理
を
実
施
。
高
さ
30
～
50

㎝
、
直
径
３
㎜
程
度
に
成
長
し

た
苗
木
は
出
荷
前
、
規
格
に
合

格
し
た
も
の
だ
け
を
ケ
ー
ス
に

入
れ
て
運
搬
し
ま
す
。
最
終
的

に
80
％
以
上
が
合
格
し
、
出
荷

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
林
は
、
作
業
道
路
の
整
備

に
始
ま
り
、
高
さ
１
ｍ
の
防
風

柵
、
砂
丘
の
傾
斜
地
を
ネ
ッ
ト

で
覆
い
砂
の
移
動
を
抑
え
る
伏

工
な
ど
の
後
、
１
区
画
20
㎡
に

約
80
本
の
苗
木
を
植
え
付
け
ま

す
。
深
さ
40
㎝
程
度
の
植
穴
の

底
に
は
シ
ロ
ア
リ
の
防
除
剤
を

撒
い
て
、
少
し
土
を
被
せ
た
上

に
苗
木
を
植
え
、
水
分
が
多
く

蒸
発
し
な
い
よ
う
に
十
分
に
締

固
め
ま
す
。
こ
の
要
領
を
作
業

者
に
十
分
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
１
日
４
０
０
人
を
雇
用
し

て
、
３
週
間
程
度
で
植
林
作
業

を
完
了
さ
せ
ま
す
。

　

植
林
は
雨
季
に
入
っ
て
植
穴

が
崩
れ
な
い
程
度
に
土
が
湿
っ

た
初
期
に
速
や
か
に
行
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の

後
の
雨
を
多
く
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
２
０
０
５
年
の
雨

季
に
す
べ
て
の
植
林
が
完
了

し
、
10
月
31
日
に
は
、
日
本
大

使
や
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
の
環
境

大
臣
な
ど
が
出
席
の
も
と
、
完

成
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
記

念
碑
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
業
従
事
者
の
ほ
と
ん
ど
が

地
域
住
民
で
あ
り
、
雇
用
の
創

出
、
成
長
過
程
で
発
生
し
た
落

葉
、
落
枝
も
燃
料
と
し
て
役
立

ち
、
植
林
の
意
義
と
技
術
の
習

得
は
大
き
な
財
産
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
２
０
０
５
年
に

撮
影
し
た
植
林
３
年
後
の
ユ
ー

カ
リ
の
写
真
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
も
っ
と
成
長
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
直
面
す
る

生
活
環
境
に
対
す
る
植
林
の
重

要
性
に
加
え
、
２
０
０
５
年
２

月
の
京
都
議
定
書
の
発
効
に
よ

り
、
先
進
諸
国
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
が

加
速
し
、
削
減
目
標
の
達
成
を

目
指
し
て
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
）や
Ｊ
Ｉ（
共

同
実
施
）
と
い
っ
た
事
業
が
動

き
出
し
、
特
に
Ｃ
Ｄ
Ｍ
は
吸
収

源
と
し
て
、
ま
た
、
途
上
国
に

と
っ
て
は
持
続
可
能
な
植
林
事

業
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
バ
イ
オ
燃
料
開
発

へ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
ジ

ェ
ト
ロ
フ
ァ
（
学
名
：Jatrop

ha Cur cas

、
和
名
：
タ
イ
ワ

ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
／
ナ
ン
ヨ
ウ
ア

ブ
ラ
ギ
リ
）
の
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
植
林
の
必
要
性
は
無
限
大
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
国

と
国
が
環
境
問
題
に
関
し
て
、

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
係

が
強
め
ら
れ
た
と
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
自

負
す
る
次
第
で
す
。

㈱
富
士
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク

斉
藤
陽
一
、
今
村
浩
一

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
の
様
子

ナ
ー
」
と
、
と
も
に
森
林
づ
く

り
活
動
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
県
か
ら
当
社
に

「
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
関
す
る

認
証
書
」（
50
年
間
２
４
５
７

ｔ
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
森

林
づ
く
り
は
、
地
域
の
役
に
立

つ
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
規
模

の
環
境
対
策
に
も
貢
献
し
ま

す
。
日
本
の
森
林
は
全
国
的
に

そ
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
期
待
に
応
え
、

今
回
の
取
り
組
み
が
、
森
林
改

善
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
、
今

「岐阜造園・水土保全の森みたけ」の森林づくりにおける実施体制のイメージ

後
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

㈱
岐
阜
造
園　

兼
松
正
道

　日造協の会員は、都市公園や自然公園をはじめ、道路、港湾、河川などの環境整備、屋上
や壁面を含めた各種施設の緑化空間の創出と、その育成管理など、様々な空間を快適に利用
するための事業に取り組んでいます。こうした中、国内外での森林づくり、植林活動について、
会員の活動の一端を紹介します。

これもあれも造園

これあれ
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日
造
協
賛
助
会
員
の
紹
介  

12

　

道
路
縁
石
周
り
や
中
央
分
離

帯
な
ど
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
や
ク
ラ
ッ

ク
に
発
生
す
る
雑
草
は
、
景
観

を
損
ね
通
行
の
妨
げ
や
事
故
の

原
因
に
も
な
り
危
険
で
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
し
雑
草
を
完
全
に

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
、
５
年
以
上

の
防
草
維
持
効
果
が
あ
る
画
期

的
な
新
技
術
が
「
グ
ラ
ス
ロ
ッ

ク
工
法
」
で
あ
る
。
本
工
法
は

隙
間
や
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
を
カ
ッ

ト
、
雑
草
を
根
か
ら
除
去
、
更

グ
ラ
ス
ロ
ッ
ク
工
法
研
究
会

に
溝
を
洗
浄
し
、
そ
の
後
充
填

材
（
デ
ッ
チ
サ
ン
ド
）
を
充
填

す
る
事
で
雑
草
の
進
入
や
発
生

を
防
ぐ
。
簡
単
な
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
補
修
も
出
来
る
の
で
道
路
維

持
管
理
の
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
が
可
能
。
施
工
は
「
グ
ラ
ス

ロ
ッ
ク
工
法
研
究
会
」
に
入
会

が
条
件
。
只
今
全
国
に
工
法
普

及
を
目
指
し
、
会
員
募
集
中
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

宇
都
宮
市
宝
木
町
２
の

２
５
６
８
の
３
、
㈲
ビ
ー
エ
ス

ケ
イ
内
、
☎
０
２
８
・
６
０
０ 

・
０
７
６
２
、URL 

：www.
grasslock.com

総支部、支部、事務局からの
記事を紹介します

協　会
　だより
協　会
　だより

し
て
奮
っ
て
参
加
し
よ
う
。

　
基
幹
技
能
者
制
度
推
進
協
議
会

　

基
幹
技
能
者
に
つ
い
て
は
、

23
の
技
能
に
つ
い
て
実
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
基
幹
技
能

者
へ
の
移
行
を
進
め
る
特
例
講

習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
交
省

は
、
登
録
基
幹
技
能
者
を
建

設
技
能
労
働
者
の
ス
テ
ー
タ

ス
と
す
べ
く
力
を
入
れ
て
お
り
、

制
度
の
認
知
度
向
上
、
地
域
的

偏
在
解
消
を
進
め
、
さ
ら
な
る

資
格
の
活
用
を
進
め
る
意
向
で

あ
る
。

　

今
後
、
技
能
労
働
者
の
賃
金

も
含
め
た
身
分
保
証
の
検
討
等

に
お
い
て
、
登
録
基
幹
技
能
者

を
中
心
に
議
論
が
進
め
ら
れ
る

可
能
性
が
高
く
、
造
園
工
事
業

界
も
、
登
録
基
幹
基
幹
技
能
者

へ
の
関
心
を
さ
ら
に
強
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　

国
土
交
通
本
省
と
建
設
産

業
専
門
団
体
連
合
会
と
の
意

見
交
換
会
は
７
月
29
日
に
開
催

さ
れ
、「
基
幹
技
能
者
の
適
正

評
価
と
活
用
促
進
に
つ
い
て
」

な
ど
、
５
つ
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

当
協
会
か
ら
は
、「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
」
が
健
全
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
労
務
費
調
査
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
善
要
望
を

提
出
し
た
。

科
の
創
設
85
周
年
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
記
念
出
版
物
と
し
て

企
画
さ
れ
た
。
博
士
の
業
績
に

つ
い
て
は
、
５
月
に
日
本
造
園

学
会
全
国
大
会
、
東
京
農
大
緑

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

来
年
90
歳
を
迎
え
る
明
治
神

宮
の
森
だ
が
、
本
書
中
の
造
成

前
の
写
真
を
見
れ
ば
わ
か
る
と

安
売
り
が
も
た
ら
す
も
の
…

20
世
紀
の
富
を
追
求
す
る
時
代
か
ら
、

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
〝
心
の
豊
か
さ
〟

や
〝
環
境
の
充
実
〟
に
価
値
を
求
め
る
人

が
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

昭
和
46
年
、
造
園
工
事
業
が
指
定
業

種
に
な
っ
て
以
来
、
業
界
も
緑
の
大
切
さ

を
訴
え
な
が
ら
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
公

共
事
業
の
削
減
が
国
の
方
針
と
し
て
掲
げ

ら
れ
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入
等
に
よ
り

受
注
競
争
が
激
化
し
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を

知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
適
正
利
益
の
追

求
に
よ
り
専
門
業
と
し
て
の
技
術
の
維

持
・
向
上
が
確
保
出
来
る
の
で
す
。
企
業

経
営
上
値
引
き
は
最
終
の
手
段
で
あ
り
、

低
入
札
が
も
た
ら
す
も
の
は
企
業
の
疲
弊

と
業
界
の
衰
退
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
。

　

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
と
言
わ

れ
る
現
在
、
経
済
史
上
に
残
る
会
社
の
破

綻
が
起
こ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
昨
年
９
月

の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
も
う
一
つ
は

今
年
６
月
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
。

１
６
０
２
年
、
初
の
株
式
会
社
と
い
わ
れ

る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
誕
生
し
て

４
０
０
年
、
反
省
の
上
で
株
式
会
社
の
利

益
や
生
き
甲
斐
、
社
会
奉
仕
等
の
仕
組
み

や
価
値
観
を
見
直
す
と
き
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。安

売
り
は
企
業
に
と
っ
て
は
最
終
の

手
段
と
し
て
最
適
か
も
し
れ
な
い
が
、
地

域
社
会
・
国
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
る

と
決
し
て
最
適
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
業
界
は
創
立
38
年
の
歴

史
の
中
で
最
も
危
機
的
状
況
下
に
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
自
助
努
力
と
更
に
行
政
機

関
の
指
導
力
の
も
と
で
現
況
を
脱
却
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
最
近
、
公
共
工
事

の
低
入
札
調
査
基
準
の
見
直
し
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
低
制
限
価
格
が
ア
ッ
プ
さ

れ
適
正
な
価
格
内
（
一
説
に
よ
る
と
産
業

界
の
平
均
的
純
利
益
は
売
り
上
げ
の
３
・

５
％
だ
そ
う
で
す
）
で
の
競
争
が
推
進
さ

れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
企
業
が
そ
し
て
業
界

が
持
続
出
来
る
必
要
条
件
で
し
ょ
う
。

〝
緑
を
増
や
し
育
て
る
〟
こ
と
が
我
々
の

仕
事
で
す
か
ら
委
託
業
務
の
分
野
で
も
建

設
工
事
と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。

…
安
売
り
競
争
を
止
め
る
こ
と
が
自

ら
の
尊
厳
の
た
め
の
責
任
と
義
務
だ
と
思

う
の
で
す
が
！
…

望
月
勝
保
（
藤
木
園
緑
化
土
木
㈱
）

　

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る
技

術
情
報
共
有
発
表
会
を
９
月
８

日
、
神
奈
川
県
・
横
浜
市
技
能

文
化
会
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

で
開
催
し
ま
す
。

　

技
術
情
報
共
有
発
表
会
は
、

各
総
支
部
、
支
部
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
調
査
研
究
の
成
果
と

し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

技
術
情
報
を
、
会
員
が
共
有
、

活
用
し
、
造
園
建
設
業
界
の
さ

ら
な
る
技
術
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の

で
す
。
造
園
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
技
術
情
報
共

有
発
表
会
は
、
各
総
支
部
、
支

部
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
技
術

情
報
の
ほ
か
、
㈳
日
本
造
園
学

会
か
ら
も
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
テ
ー
マ
は
次
の
通
り

　
【
関
東
・
甲
信
総
支
部
】

　

烏
山
北
小
学
校
校
庭
芝
生
化

事
業
に
つ
い
て

　
【
中
部
総
支
部
】

　

街
路
樹
剪
定
を
科
学
す
る

　
【
九
州
総
支
部
】

　
「
植
栽
基
盤
診
断
士
」
有
意

義
な
る
こ
の
資
格
！

　
【
沖
縄
総
支
部
】

　

壁
面
緑
化
を
効
果
的
に
行
う

た
め
の
オ
オ
イ
タ
ビ
の
挿
木
試

験
に
つ
い
て

　
【
日
本
造
園
学
会
】

　

㈳
日
本
造
園
学
会
技
術
報
告

集
よ
り
発
表
予
定◇

　

な
お
、
同
所
で
午
前
中
に
、

関
東
・
甲
信
総
支
部
主
催
に
よ

る
技
術
講
習
会
「
伝
統
的
造
園

技
能
・
技
術
継
承
講
習
会
（
石

組
編
）
も
開
催
さ
れ
、
発
表
会

後
は
、
懇
親
会
も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
込
方
法
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
等
は
、
メ
ー

ル
ニ
ュ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jalc.or.jp/
tec/index.html

）
等
で
ご
案

内
し
ま
す
。

１
９
７
０
年
の
上
原
敬
二
博
士
著
に
、
新
た
に
図
版
・
写
真
を
挿
入
し
、

巻
末
に
博
士
の
年
譜
と
著
作
リ
ス
ト
を
加
え
て
、
改
訂
新
版
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
「
人
の
つ
く
っ
た
森
」（
東
京
農
大
出
版
会
発
行
）

【
７
月
】

２
㈭
・
運
営
会
議

７
㈫
・「
広
報
日
造
協
」
編
集
会     

          

議

８
㈬
・
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
　
　

ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー

　
　
　

デ
ン
シ
ョ
ー
（
仮
称
）　

　
　
　

説
明
会

10
㈮
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

　
　
　

振
興
会
事
務
局
会
議

17
㈮
・
植
栽
基
盤
診
断
士
認
定

　
　
　

審
査
委
員
会

18
㈯
・
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

　
　
　

の
公
園
大
町
・
松
川
地

　
　
　

区
開
園
式

23
㈭
・
全
国
事
務
局
長
会
議

28
㈫
・
基
幹
技
能
者
制
度
推
進

　
　
　

協
議
会

29
㈬
・
国
土
交
通
本
省
と
建
専

　
　
　

連
と
の
意
見
交
換
会

31
㈮
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

　
　
　

振
興
会
事
務
局
会
議

【
８
月
】

４
㈫
・「
広
報
日
造
協
」
編
集
会     

          

議

５
㈬
・
事
業
委
員
会

６
㈭
・
運
営
会
議

　
　

・
Ｕ
Ｒ
と
の
意
見
交
換
会

11
㈫
・
技
術
情
報
部
会

27
㈭
・
基
幹
技
能
者
特
例
講
習

　
　
　

会
（
山
口
）

31
㈪
・
造
園
・
環
境
緑
化
産
業

　
　
　

振
興
会
事
務
局
会
議

お
り
、
原
野
と
疎
林
を
舞
台
と

し
て
、
本
多
静
六
博
士
を
は
じ

め
、
上
原
敬
二
博
士
ら
の
先
人

達
が
手
を
か
け
て
つ
く
っ
た
森

な
の
だ
。
し
か
も
、
神
社
林
と

い
う
日
本
固
有
の
文
化
的
素
地

を
も
っ
た
「
文
化
の
杜
」
で
も

あ
る
。

「
人
の
つ
く
っ
た
森
」
改
訂
新
版
発
行　

　

こ
の
森
の
造
成
に
ま
で
至
る

過
程
に
は
、
造
園
計
画
の
原
像

が
焼
き
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
そ
の
造
成
過
程
に
は
近
代
的

造
園
施
工
の
原
点
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
近
代
造
園
学
の
課

題
と
、
そ
の
思
想
的
・
技
術
的

解
決
策
誕
生
の
物
語
を
こ
の
書

の
中
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
さ
に
著
者
が
述
べ
る
、「
黎

明
期
に
お
け
る
日
本
造
園
界
の

片
影
を
語
る
資
料
」
で
あ
る
と

同
時
に
、
現
在
で
も
色
あ
せ
な

い
「
造
園
の
心
と
技
」
の
教
え

の
書
で
も
あ
る
。

　　　  施工前

施工後

　

著
者
上
原
敬
二
博
士

（
１
８
８
９
～
１
９
８
１
）
は
、

わ
が
国
造
園
界
の
先
達
の
一
人

で
あ
り
、
東
京
農
業
大
学
造
園

科
学
科
の
創
設
者
で
あ
る
。

　

東
京
帝
大
林
学
科
、
同
大
学

院
で
樹
木
学
・
森
林
美
学
な
ど

を
修
め
、
若
く
し
て
明
治
神
宮

林
苑
計
画
と
そ
の
造
成
に
携

わ
っ
た
。
後
年
、
後
進
養
成
・

造
園
家
育
成
の
た
め
に
東
京
高

等
造
園
学
校
を
創
設
、
自
ら
初

代
校
長
を
務
め
た
。
こ
の
高
等

造
園
学
校
こ
そ
、
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
、
今
に
至
る
東
京
農

大
造
園
科
学
科
の
前
身
で
あ

る
。

　

本
書
は
、
明
治
神
宮
造
営
の

１
９
２
０
年
か
ら
数
え
て
50
年

目
の
１
９
７
０
年
に
著
さ
れ
た

も
の
に
、
新
た
に
図
版
・
写
真

を
挿
入
し
、
ま
た
巻
末
に
博
士

の
年
譜
と
著
作
リ
ス
ト
も
加
え

た
、
改
訂
新
版
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
今
年
２
０
０
９
年
は
博

士
の
生
誕
１
２
０
年
の
年
で
あ

り
、
ま
た
東
京
農
大
造
園
科
学

東京農業大学出版会

東京農大造園科学科　創立85年
明治神宮　創建90年

上原敬二 生誕120年上原敬二 生誕120年
東京農大造園科学科　創立85年
明治神宮　創建90年

造園学 の父上原敬二 先生の名著

『 人 の つ く っ た 森 』 が 、

読 み や す い 現 代 語 表 現 で 蘇 っ た 。

先 生 直 筆 の 林 苑 図 や 記 念 絵 葉 書 、
現 在 の 明 治 神 宮 の 様 子 な ど を

フ ル カ ラ ー で 新 た に 加 え た

完 全 保 存 版

造
園
学
の
巨
人

上
原
敬
二
博
士
の

名
著
『
人
の
つ
く
っ
た
森
』が

読
み
や
す
い
現
代
語
表
現
で

蘇
っ
た
。

当
時
の
様
子
を
伝
え
る
図
や
写
真
、
記
念
絵
葉
書
、
現
在
の
明
治
神
宮
の
様
子
な
ど
を

フ
ル
カ
ラ
ー
で
新
た
に
加
え
た

完
全
保
存
版

２００９年５月１８日発刊　１０００円（税別）

（2010年）

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
学
科
長 

教
授   

鈴
木 

誠
林
学
博
士
。
東
京
農
業
大
学
名

誉
教
授
。
東
京
高
等
造
園
学
校

（
現
・
東
京
農
業
大
学
造
園
科

学
科
）
創
設
者
・
初
代
校
長
。

大
正
・
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た

造
園
学
者
、
日
本
の
造
園
学
の

創
始
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。
１
８
８
９
年
東
京（
深
川
）

生
ま
れ
。
１
９
１
４
年
（
大
正

３
）
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学

林
学
科
を
卒
業
し
同
大
大
学

院（
森
林
美
学
専
攻
）へ
進
学
、

造
園
学
・
樹
木
学
・
建
築
学
等

を
学
ぶ
。１
９
１
５
～
18
年（
大

正
４
～
７
）
明
治
神
宮
造
営
局

技
手
。
こ
の
時
の
経
験
を
も
と

に
１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
最

初
の
著
作
『
樹
木
根
廻
運
搬
並

移
植
法
』
を
出
版
、
関
連
研
究

を
ま
と
め
た
「
神
社
林
の
研

究
」で
林
学
博
士（
１
９
２
０
）。

１
９
２
０
年
（
大
正
９
）
造

園
学
研
究
の
た
め
欧
米
留
学
。

１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
関
東

大
震
災
後
発
足
の
内
務
省
帝
都

復
興
局
に
任
用
さ
れ
る
が
７
ヶ

月
で
辞
職
。
帝
都
復
興
事
業
の

た
め
の
造
園
技
術
者
養
成
を
目

指
し
、
１
９
２
４
年
（
大
正

13
）
東
京
高
等
造
園
学
校
を
東

京
農
業
大
学
（
渋
谷
・
常
磐
松
）

の
一
室
を
借
り
て
設
立
し
自
ら

校
長
と
な
る
。
以
後
、
大
正
～

昭
和
時
代
に
か
け
て
、
著
作
、

教
育
、
職
能
団
体
に
お
け
る
活

動
、
造
園
実
務
を
通
じ
造
園
学

者
、造
園
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

１
９
８
１
年
没
、
享
年
92
歳
。

㈳
日
本
造
園
学
会
に
は
上
原
敬

二
賞
、
東
京
農
業
大
学
に
は
上

原
賞
（
優
秀
卒
業
論
文
賞
）
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

上
原
敬
二
博
士
に
つ
い
て

全
国
か
ら
最
新
情
報
！

今
年
も
技
術
情
報
共
有
発
表
会
開
催
へ

上
原
敬
二　

生
誕
１
２
０
年

　

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ウ

２
０
１
０
in
昭
和
記
念
公
園

　

国
内
外
の
最
高
峰
の
技

術
を
持
つ
ガ
ー
デ
ナ
ー
達

が
、
そ
の
作
品
を
競
い
合

う
、
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
フ

ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

祭
典
と
し
て
、
２
０
１
０
年

３
月
に
国
営
昭
和
記
念
公
園

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
東

京
、
Ｉ
Ｍ
Ｇ
が
主
催
す
る
も

の
で
、
日
本
版
チ
ェ
ル
シ
ー

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ウ
と
し
て
、

世
界
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
参
加

を
夢
見
る
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ウ

に
育
て
あ
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

日
造
協
も
後
援
、
組
織
委
員

会
に
参
加
し
て
協
力
し
て
い
く
。

庭
園
部
門
は
、
事
前
審
査
を

通
過
し
た
社

（者）
の
み
が
出
展
し
、

出
展
社

（者）
に
は
最
大
百
万
円
の
補

助
金
が
提
供
さ
れ
る
。コ
ン
テ
ス
ト

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る
と
、

栄
誉
と
と
も
に
賞
金
５
百
万
円

が
授
与
さ
れ
る
。
造
園
工
事
業

界
の
技
術
力
ア
ピ
ー
ル
の
場
と


